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Ⅰ 研究の目的と方法

青谷上寺地遺跡水田を中心として弥生時代の県内外の水田や中国、
朝鮮半島の水田を調べ理解する。実験水田で栽培密度の違いによる
影響、バケツ栽培で２番穂（ひこばえ）の収穫量を調べる。弥生時
代の水田（以下、弥生水田）が、なぜ小区画水田なのかを探り、弥
生水田から持続可能な水田について考える。
研究方法は、弥生水田と大陸の水田については報告書等の文献に

よって調べる。実験水田は２ｍ×２.５ｍ四方の４つの小区画を作り、
２種類の古代米（緑米・黒米）を密度を変えて植える。密度の違い
より収穫量を調査する。バケツ栽培は、１３ℓ容器のバケツを８つ
用意し、４種類の古代米（豆酘・宝満・あきたこまち・緑米）の苗
を３株ずつ植えた。根刈りと穂首刈りによる２番穂の収穫量を調べ
る。

Ⅱ 青谷上寺地遺跡水田跡と全国の弥生水田跡

ⅰ）青谷上寺地遺跡の概要
青谷上寺地遺跡は鳥取市青谷町青谷・吉川に所在する弥生時

代前期～古墳時代前期初頭を中心に営まれた集落遺跡である。
これまでの調査により、周辺には干潟や湿地が広がっていると
想定され、それらの一部を利用して水田開発を行っていたこと
が明らかになっている。

ⅱ）青谷上寺地遺跡の水田跡（「青谷上寺地遺跡１」参照）

二区で検出した遺構。弥生時代後期の遺構面を
堀り下げると畦畔状の高まりが検出され水田面と
認識された。畦畔と畦畔の間が約20ｍある。この
面は灰褐色粘土をベースとしており、稲のプラン
トオパールが高密度で検出された。灰褐色粘土中
から、端部にキザミを施す甕の口縁部が出土して
おり、水田がつくられた時代は、弥生時代前期末
から中期前葉の時期が考えられている。

ⅲ）鳥取県内の弥生水田遺構

出典：『青谷上寺地遺跡１』

図３ 青谷上寺地遺跡調査区と実
験水田場所 出典：『青谷上
寺地遺跡８』第７図一部加筆

右の表にまとめた。青谷
上寺地遺跡以外は、小区画
水田であり、米子市の遺跡
では、水田の１区画の平均
面積は20～40㎡におさまる。

ⅳ）全国の代表的な弥生水田遺構

右の表にまとめた。九州・
四国・中国・近畿・東海・関
東・東北地方の10の遺跡を調
べた。水田の１区画の面積で
100㎡以上の大区画水田は福
岡県板付遺跡と群馬県日高遺
跡の一部を除いて全て小区画
水田であった。静岡県登呂遺
跡は再調査により小区画水田
であることが判明している。

表１ 鳥取県内出土の弥生時代の水田

表２ 全国出土の代表的な弥生時代の水田

※表の番号２・３・４の遺跡について、一辺の長さ（ｍ）は出典の図面から計測した数値である。

ⅴ）中国大陸・朝鮮半島の水田跡（森岡2005参照）

図１ 中国大陸・朝鮮半島の水田跡

図１ 日本地図

図２ 鳥取県内の弥生時代水田遺跡（表１の遺跡番号対応）

中国最初の発見例となった水
田跡は、江蘇省蘇州市にある草
鞋山遺跡である。約6000年前
の水田で１つの区画が10㎡未満
のものばかりで水源は湧水や天
水であったとみられる。朝鮮半
島の水田跡では紀元前7～6世紀
の蔚山市無去洞玉峴遺跡があり、
１～３坪程度の小面積の水田跡
で住居・溝・水田からは孔列文
土器が出土している。

Ⅲ 実験水田とバケツ栽培

Ⅳ 持続可能な水田へのアプローチ

ⅰ）弥生水田の特徴
弥生水田の特徴として小区画水田があげられる（1区画が100㎡以内）。

なぜ小区画にするのかについて、工楽善通氏（工楽1991）は、「水田は
区画した田に一定の水を張って稲の生育を促す場」であり、「１筆内の
水深は均一でなければならず、10㎝以上の差があっては稲が育たないと
言われている。」「一度に広い面積を均平化するのは大変な土木量をと
もなうこと」から、小区画水田にしたと考えている。水田区画の規模が
どのような要因で決まるのかについて①その土地の傾斜度合いに左右さ
れる場合②耕作土及びその直下の土壌状態に左右される場合がある。
登呂遺跡の調査をした岡村渉氏（岡村2014）によると、「温帯ジャポ

ニカ(水稲)種だけでなく、熱帯ジャポニカ(陸稲)種が含まれていたりして
両者が雑種化していた」性質の異なる稲を同時に栽培する理由について、
佐藤洋一郎氏の言葉を引用し、「多種多様な稲を栽培することで、環境
変化での収穫リスクを減らす安定化の工夫であろう」と小区画水田の意
味を考えている。一方、群馬県の水田跡を研究した斎藤英敏氏（斎藤
2003）によると、水田跡の時代的変遷として「不定形小区画水田→極小
区画水田→大区画水田」があげられ、これらの現象が長野県や静岡県で
も見られることから、日本に伝来した水田稲作技術の一要素に、小区画
水田造成技術が含まれていた可能性が高いと考えている。

ⅱ）現代の稲作農業の問題点
現代の稲作農業は、利益追求型で大規模水田であり、化学肥料や農薬

が環境破壊をもたらしている。

ⅲ）弥生水田から学ぶ持続可能な水田
私たちが考える持続可能な水田は、①環境によく、生物多様性が守れ

る水田②高齢者でもできる水田③小規模農業で自給自足的であり、耕作
放棄地を減らすもの④重労働を軽減するため、田植えや草取りの労働を
極力なくすものである。小川誠氏（小川2022）によると、稲は本来、
野生種であり現在の栽培種も野生種の遺伝子を持っており、多年草化す
ることにより、田植えは毎年する必要がない。１年中湛水状態にして不
耕起・湛水の水田をつくれば、私たちが考える理想の持続可能な水田に
近づく。

Ⅴ 研究の経過と展望

実験水田で栽培密度の違いによる影響、バケツ栽培で２番穂（ひこば
え）の収穫量については、現在分析中である。稲の多年草化栽培は、水
田に１年中湛水にするのは周辺の水田との関わりから非常に難しい問題
がある。稲の多年草化栽培は、水温との関係もあり冬に雪の多い山陰地
方でできるかについては分からない。バケツ栽培で、春に芽が出るのか
期待したい。木製農工具を使った実験や実験水田を活用した栽培を行い、
研究データを蓄積することが弥生水田を理解する方法かもしれない。
を活用した栽培を行い、研究データを蓄積することが弥生水田を理解
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研究データを蓄積することが弥生水田を理解

田起こし５月２日 田起こし５月２３日 代掻き６月６日 田植え６月８日

草取り７月２７日 稲刈り１０月１０日 腐葉土を入れる６月１３日 ３株ずつ植える６月１３日

水を入れる６月１３日 成長の記録６月２９日 稲の成長７月２２日 稲の成長９月１０日

https://ja.wikipedia.org/wiki/

	スライド 1: 青谷上寺地遺跡水田復元の試み（Ⅰ） －　弥生時代の水田から学ぶ持続可能な水田へのアプローチ　－  東地美咲　桐本愛夏　山田唯加　濵本叶愛　林原叶将　伊井大希 　 鳥取県立青谷高等学校

